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第1試合【5回戦】港2勝2敗1分

港、打線好調‥5連打の先制攻
撃で優位に試合を運ぶ

【勝】川崎　　　　 5勝 8敗

【敗】大川　　　　 5勝 7敗

ＭＶＰ：川崎

本塁打：中路3号・新川3号(港)

二塁打：菅・亀田宏・新川・中路・古山(港)

港
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点

通算

打率
守 氏名

港 打

数

安

打

打

点

通算

打率

竹内 2 1 1 .2684

山脇 3 1 .3336

犬塚 3 .3962

土屋 3 2 1 .5003
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大川 3 1 1 .1591

佐藤隆 3 1 .1157

須貝 3 1 .1358

佐々木 3 1 .1679

富岡 1 .194D

菅 4 3 .3538

亀田宏 4 3 2 .4637

新川 4 2 1 .4526

中路 2 2 3 .5643

古山 2 2 2 .4142

川崎 2 .3461

川崎J 2 1 1 .2359

古川 2 .2505

弘中 3 .136D

丸山 2 .063D

小林孝 2 .1284

原田 2 1 .128D

26
※守備位置はスタート時

31 14 9 .452チーム計7 4 .269チーム計

大川 2 3 7104

佐藤隆 5 442
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数

安

打

四

球

失

点
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振

川崎 2 134

古山 3 442

投手
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回

数

安

打

四

球

失

点

三

振

7 3 11146チーム計 3 2 576チーム計

４回１失点に抑えました

（川崎）

港は初回、先発大川に対し先頭打
者菅の二塁打、亀田の中前打に続
く新川、中路、古山の三者連続二
塁打で４点。３回には、新川と中
路の連続本塁打と古山の右前打と
盗塁後、遊ゴロ失で３点を加点。
浜風は初回に山脇の左前打と盗
塁。土屋の中前適時打で１点を返
すが４回までこの１点と川崎に押
さえ込まれる。５回表、港は菅、
亀田の連打、１死後に中路、古山
の連続四球による１点と川崎修の
内野安打による1点。浜風もその
裏、１死後、須貝、佐々木の連打
と富岡、竹内の連続四球と暴投で
２点を返す。６回表、港は１死後
連続四球等で満塁となり、２死後
に亀田の右超適時二塁打で２点を
追加。浜風もその裏、一死後土屋
の左前安打と盗塁。遠藤も四球で
出塁し大川が右中間適時打で１
点、尚も一、三塁で佐藤の内野ゴ
ロの間に１点を返すも反撃もここ
まで。港の打線の好調さとＭＶＰ
をとった川崎が４回１失点に押さ
え序盤で勝機を掴んだ試合であっ
た。(港南：椎野)

第2試合【5回戦】浜友4勝1敗

浜友、意地のサヨナラ逆転勝利

【勝】高橋季　　　 3勝 4敗 1S

【敗】椎野　　　　 1敗

ＭＶＰ：後藤　　V打点：高橋信

二塁打：市之瀬(港南)・高橋季・後藤(浜友)
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浜友
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安

打

打

点
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高橋季 4 3 1 .3446

後藤 3 1 1 .4041

渡部 3 .1635

与儀 1 1 .3962

伊藤重 4 1 2 .2414

西岸 3 1 .0897

高橋信 3 1 1 .2243

山田 2 .2088
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入江 4 .4662

岩田 4 .3486

尾野 2 1 .3088

柳本 3 .1765

椎野 4 .1674

早川 4 .2081

岡崎 2 .2833

市之瀬 2 1 1 .2009

網倉 2 .2607

太刀岡 1 .229D
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※守備位置はスタート時

28 1 2 .036チーム計7 6 .269チーム計

後藤 2 24

高橋季 5 1 613
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早川 1 1 564

椎野 7 1 213
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回

数

安
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7 3 617チーム計 8 2 777チーム計

４回完封です（後藤）

初回、浜友は港南早川の立ち上が
りを攻め、先頭高橋李が中前打と
二・三盗、後藤三ゴロで先制。与
儀の三内安、伊藤が二内安適時打
で繋ぎ、さらに敵失も重なりこの
回３点先取。３回にも後藤の右二
塁打、盗塁で無死三塁を作り、続
く伊藤の内野ゴロの間に加点。四
回にも高橋信が右前打で出塁し盗
塁。１死三塁から高橋李の二内安
とここでも確実にゴロを転がし１
点加点。一方港南は浜友先発後藤
の前にノーヒットノーランに抑え
られる。しかし５回後続の高橋李
の立ち上り、失策、四球後、市ノ
瀬の左への二塁打で１点を返上。
その後も四球、失策が重なり、こ
の回１安打２四球４失策で一挙６
得点。港南は六回、下位打線が３
連続四死球で無死満塁の好機も、
上位打線が３連続凡打に倒れ無得
点。これで流れが変わったか最終
回浜友は後続の椎野から高橋李が
中へ二塁打を放つと、突如椎野が
制球を乱し、４四球で押し出しサ
ヨナラ勝ちとなった。この試合、
確実に内野ゴロで走者を進める繋
ぐ野球の大切さを教えられた一戦
であった。（港：古山）



第602号＜2＞2019年（平成31年）9月22日（日曜日）

第3試合【5回戦】湘南3勝2敗

湘南 理想的展開で勝利し優勝決
定！
天城ダメ押し適時打でMVP

【勝】高橋茂　　　 4勝 3S

【Ｓ】石川伸　　　 6勝 1敗 3S

【敗】佐久川　　　 6勝 5敗 1S

ＭＶＰ：天城　　V打点：田中正

本塁打：石川誠4号(浜翔)

二塁打：山下(浜翔)

浜翔

湘南

0 1 0 0 0 0 0 1

0 1 3 1 0 1 X 6

0 1 0 1 0 2 0

4

0 1 0 1 0 2 0

7
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計 安打

守 氏名

湘南 打

数

安

打

打

点

通算

打率
守 氏名

浜翔 打

数

安

打

打

点

通算

打率

高橋茂 2 .5081

松尾 3 .3339

柴田 3 2 .4137

田中正 2 2 3 .4398

井上 3 1 1 .5362

土門 3 .3386

石川伸 2 1 .3405

天城 1 1 1 .4523

高畠 2 .2224

四方田 1 1 .273D

近藤正 2 .204D

舘 2 .030D

磯 3 1 .3606

山下 3 2 .3445

田中公 3 .1884

石川誠 3 1 1 .3332

佐久川 3 .3511

斎藤 3 .2418

高須賀 2 .2123

野地 2 .1677

小林正 1 .1339

丸木 1 .067D
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※守備位置はスタート時

24 4 1 .167チーム計7 6 .269チーム計

高橋茂 1 3 124

石川伸 1 123
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打

四

球

失

点

三

振

佐久川 5 2 433

山下 4 122

斎藤 2 121

投手

氏名

回

数

安

打

四

球

失

点

三

振

2 4 147チーム計 5 8 676チーム計

５点目の適時打で

ちょっと心が折れました

（天城）

湘南マジック１で迎える優勝のか
かった注目の一戦。初回は両軍無
得点と静かな中にも緊張感高まる
立上がり。２回表浜翔は湘南先発
高橋茂から石川誠ソロ本塁打で１
点先制する。湘南はその裏浜翔先
発佐久川の乱調を突き右飛失と連
続四球の１死満塁から四方田押出
し四球ですぐに同点。３回裏にも
湘南は高橋茂四球＆二盗し１死後
柴田三ゴロ失＆二盗の１死二・三
塁から田中正２点適時打で加点、
続く井上が左中間適時打で更に１
点追加し計３点獲得で４対１と
リードする。湘南は４回裏にも石
川伸、天城の連打で更に１点追加
し４回終了で５対１。浜翔は４回
迄は高橋茂に２安打、５～７回は
２番手石川伸に２安打無得点に抑
えられ結局６対１で試合終了。湘
南が６安打６得点と理想的攻撃で
見事に優勝を勝ち取った試合と
なった。　（浜友：山田）

石川伸監督の胴上げ はい、全員集合


